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例会：毎週水曜日 12 時 30 分　例会場：ホテルメトロポリタンエドモント　電話：03-3237-1111

〒 102-8130　東京都千代田区飯田橋 3-10-8

会長：松岡　浩　副会長：櫟本健夫　会長エレクト：熊井　寛　幹事：篠﨑陽一　会報委員長：林　一好

本日の卓話 次回の卓話（1月 6日）

「内容を録音したデータが事務局にあります」

卓 話

12 月 23 日　第 1368 回例会 2020 年 12 月 23 日発行（No.1314）

「明日から使える！
ちょっと役立つワインのお話」

「M&A最新事例と最近の傾向」

竹本　聡子　様

荒井　邦彦　様

紹介者　山路敏之会員

紹介者　小出　豊会員

ワインソムリエ　アカデミー・デュ・ヴァン講師

藤舎流囃子方

㈱ストライク
代表取締役社長

12 月 16 日　第 1367 回例会報告

会長報告

1．来年 4 月 7 日 ( 水 )・8 日 ( 木 ) に開催される地

区大会のパンフレットが届きました。

今年度の地区大会のおいては、ソーシャルディ

スタンス対応の為、各クラブ登録人数は会員数

の 15％を目安とするよう連絡があり、本郷 RC の

登録者数は 7～ 8名となります。

その為、出席者については、会長エレクト、副

会長、副幹事、五代奉仕委員長、広報委員長と

させていただきました。何卒の程お願い致します。

卓話をされる荒井邦彦様

例会時間　12：30～ 14：00 新年初例会

「囃子の魅力」

藤舎　呂英　様
紹介者　鈴木嘉男会員

幹事報告

1．2021 年 1 月 6 日　新年初例会の卓話者　藤舎呂

英様より、テレビなどでご出演されたお知らせ

が届いています。

週報にお知らせを掲載しましたので、ご覧下さい。

2．2 月出発の「第 42 回バギオ訪問交流」の旅は中

止との連絡がありました。変更後の日程につい

ては、連絡があり次第お知らせいたします。

3．各種、ご連絡を申し上げます。

1）来週 12 月 23 日は昼例会に変更となりました。

点鐘 12：30　終了 14：00 予定です。

2）例年、新年初例会に記念写真を撮影していま

すが、今年度は創立記念例会の際に撮影いたし

ます。初例会 1 月 6 日には、写真を撮りません

ので、ご留意下さい。



何となく「新型コロナウイルス感染症」の
世情に直面して、わがクラブ例会参加への
戸惑い。

近藤博隆会員

時はたゆみなくつづいている。個人的にはそれぞ
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＊星野大記会員

宿題の俳句です。

寒時の身　笑いで包む　山路かな

先週は大変失礼しました。山路さん、フォローあ

りがとうございました。荒井さん、お久しぶりで

す。卓話楽しみにしております。

＊中西文太会員

家内の誕生日祝い、ありがとうございます。

＊本郷　滋会員

10 月 16 日にカメリアヒルズカントリークラブ 9

番ホールでホールインワンを出しましたが、この

様な状況でパーティーも出来ず記念のマーカーが

出来たのでメールボックスに入れたので、ご笑納

ください。

出　　席

会員数：50名　出席数：20名　欠席数：12 名

出席免除者数：6名　特別措置出席免除者数：12名

出席率：62.5％

12 月 2日修正後出席率：77.14％

ヴィジター：2名

クラブゲスト：荒井邦彦様（卓話講師）

3）事務局の年末年始休暇は　12 月 28 日（月）～

1月 4日までとなります。

1 月 6 日例会の出欠確認メールは、12 月 25 日

に配信いたしますので、ご返信をお願い致しま

す。

れの思いがつづいているでしょう。その 1 年として

標記について私の思いをつぶやいて、そして記して

みました。

第 1に 毎週の例会出席をたのしんできた私ですが、

交通手段そして経路をふりかえり、わが家

から出かけることが、ためらわれる気持ち

が出てきたのです。

第 2に 新聞記事のこの感染者の都道府県制の発表

数を毎日見ながら東京を中心に神奈川（私

の居住地が厚木市ゆえ）あたりを見ている

と数百の数字が、どんどん減少しないので

す（小田急線、総武又は中央線利用の念頭）

第 3に だから、どうだって言うのか？　自問自答

して戸惑っているのです。何事も無関心を

決め込めないのです。しかし、例会欠席の

その時刻は、私は何となく習慣化した自主

トレーニングとして週間単位のかせぎとし

て、約 15,000 歩（歩幅 65cm として 9,750 ｍ）、

わが家周辺の荻野川堤防付近を元気よく歩

いているつもり（他人には老人のぶらぶら

と見えるでしょう）。この歩行中のひとり

として“あれこれ”考えてたのしみをわか

しています。

以上のような思いです。なんだ !!　欠席の言い訳

ではないか。ハイ !!　そうです。


